（Ｈ23年5月）

· 世界の人口は今世紀末には100億人を突破する見込みです！
国連は５月３日、2100年までの世界人口予測を発表し、今年10月末に70億人、2023年に80億人、2041年に90億人、2083年に100億人を突破し、2100年には約101億人に達するとの見通しを示しました。主に、アフリカ地域の伸びが著しく、全体に占める割合は15％から35％へと20ポイントも増加すると見込まれています。一方、現在60％を占めているアジア地域は45％に低下すると予測されるものの、依然トップを維持する見通しとなっています。ただ、この予測は現在の出生率が今後も維持されると仮定した上での予測に過ぎず、出生率のわずかな変化によっても大きく変動する要素を含んでおり、上記の2100年の人口も、62～158億人の幅で推移するともいわれています。
仮に2100年に人口が101億人に達する勢いで人口が増加するとした場合、最も懸念されることは、人口増だけでなく途上国の経済成長に伴って生じる食糧不足や資源不足の問題です。最近の大豆や小麦を始めとした穀物価格の上昇は、中国の需要が飛躍的に伸びたからともいわれています。食糧問題や資源問題は従前から指摘され続けてきた問題ですが、今こそ世界中の技術者の英知を結集して、植物の水耕栽培などの生産技術、魚の養殖技術、種苗の品種改良、海洋資源の開発、太陽光や風力などの自然エネルギーの実用化など、技術的なイノベーションの早期実現を図り、そのために必要な研究開発費等を世界各国が応分に負担するような体制を早急に整える必要があります。
さて、日本の人口はというと、2010年の1億2600万人から2100年には9130万人と1億人の大台を下回ると予測されています。一方、平均寿命は延び続け、2100年には男性が89.0歳（現在は79.1歳）、女性は95.7歳（現在は86.1歳）に上るとしています。超高齢化社会への道をまっしぐらに進んでおり、また今後も確実に進むと見込まれる日本において、現在様々な少子化対策が講じられていますが、残念ながら劇的に変化する望みは薄いといわざるを得ません。人口減がこのまま推移し、高齢者ばかりの社会になってしまっては経済の活力が損なわれ、衰退の一途をたどってしまいます。であるならば、行き詰っている国内経済を打開し、少しでも活性化させる意味でも、段階的に外国人労働者の受け入れを容認する政策に舵を切っていく必要があるのではないでしょうか。それと同時に、私たちの頭の中も真の国際人の頭脳に切り替えていかなければなりません。それは、私たちは日本人であると同時にアジア人であり、さらには地球人でもあるという考え方です。外国人を受け入れ、彼らを根付かせるためには、彼らの生活習慣や文化を、程度の差はあれ積極的に受け入れるという姿勢が必要です。日本は周りを海で囲まれており、他国による侵略を受けて長期に亘って支配された経験がないため、大多数の日本人は精神的にはまだ鎖国状態にあるといっても過言ではありません。確かに外国人を受け入れると失業率が悪化するとか治安が悪くなるといった様々な問題はありますが、一国の中だけで解決できない人口問題を抱えてしまった今、それらの問題を克服しつつ、一人ひとりが精神的な開国を行って積極的に外国人とのコミュニケーションを図っていくことこそが日本の生き残る道に思えてなりません。　（工藤克己）
